
愛
媛
大
学
大
学
院
教
授
・
谷
川
武
氏
の
主
導

で
設
立
さ
れ
た
一
般
社
団
法
人
日
本
在
宅
マ
ッ
サ

ー
ジ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
（
以
下
Ｊ
Ｖ
Ｍ
Ｒ
）

は
、
高
齢
者
住
宅
・
施
設
の
入
居
者
に
向
け
て

①
マ
ッ
サ
ー
ジ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
②
誤
嚥

性
肺
炎
を
防
止
す
る
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド
の
提
供

を
通
じ
、
心
身
の
機
能
回
復
、
真
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生

活
の
質
）
維
持
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

拡
大
す
る
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
す
る
サ

ー
ビ
ス
活
動
と
い
え
る
が
、
サ
高
住
・
施
設
の

付
加
価
値
向
上
と
差
別
化
の
切
り
札
と
し
て
注

目
を
集
め
て
い
る
。

在
宅
・
施
設
に
お
け
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

リ
ハ
ビ
リ
、
誤
嚥
予
防
で
Ｑ
Ｏ
Ｌ
維
持

「
日
本
は
世
界
に
前
例
の
な
い
超
高
齢
社
会
を

迎
え
ま
し
た
が
、
年
齢
を
重
ね
て
介
助
や
支
援

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
本
人
が
い
く
ら
望
ん

で
も
﹃
や
り
た
い
こ
と
を
自
由
に
行
な
う
﹄﹃
食

べ
た
い
も
の
を
食
べ
る
﹄
と
い
っ
た
人
間
と
し

て
の
根
源
的
な
欲
求
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
む

ず
か
し
く
な
る
ば
か
り
で
す
。
私
た
ち
は
、
ま

ず
は
寝
た
き
り
や
誤
嚥
性
肺
炎
な
ど
を
予
防
し

て
高
齢
者
の
心
身
の
機
能
回
復
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
、
そ
こ
に
豊
か
な
﹃
理
想
の
老
後
﹄
が

あ
る
と
考
え
、
本
協
会
を
設
立
し
ま
し
た
」。

愛
媛
大
学
大
学
院
教
授
で
、
同
協
会
長
の
谷
川

氏
は
協
会
の
使
命
に
つ
い
て
こ
う
語
る
。

そ
の
実
現
に
向
け
、
ま
ず
高
齢
者
住
宅
・
施

設
に
入
居
す
る
高
齢
者
の
健
康
維
持
・
回
復
を

支
援
し
、
そ
の
生
活
の
継
続
的
な
安
定
に
優
先

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
入
居
者
の
健
康
維

持
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
維
持
を
図
る
こ
と
は
入
居
者
と
そ

の
ご
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
者
の
経
営
安
定

に
も
貢
献
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
Ｊ
Ｖ
Ｍ
Ｒ

の
理
念
で
あ
る
﹃
心
身
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

質
の
高
い
人
生
の
実
現
と
健
全
な
社
会
の
発
展

に
貢
献
す
る
﹄
を
実
現
す
る
早
道
で
あ
る
と
考

え
ま
す
」
と
谷
川
氏
は
強
調
す
る
。

具
体
的
な
活
動
目
標
は
、
①
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
、
②
誤
嚥
性
肺

炎
を
防
止
す
る
た
め
の
メ
ソ
ッ
ド
の
提
供
に
あ

る
が
、「
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
リ
ハ
ビ
リ
は
関
節
の

可
動
領
域
を
広
げ
て
、
筋
力
の
維
持
・
強
化
に

有
効
で
す
。
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
提
供
は
、
誤
嚥
予
防
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

脳
血
管
障
害
後
の
リ
ハ
ビ
リ
ま
で
視
野
に
入
れ

て
構
成
し
て
い
ま
す
」（
谷
川
氏
）
と
の
こ
と
で
、

２
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、

い
ず
れ
も
今
後
の
超
高
齢
社
会
に
必
須
な
も
の

と
確
信
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
。

活
動
内
容
は
、
①
施
設
へ
の
施
術
者
派
遣
：

入
居
者
の
症
状
改
善
に
適
し
た
施
術
者
の
選

定
・
派
遣
、
②
施
術
者
の
研
修
（
知
識
・
技
術
力
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
）
：
派
遣
施
術
者
の

定
期
的
な
評
価
、
研
修
に
よ
り
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
、
③
施
術
内
容
や
効
果
の
評
価
・
測
定
、

関
係
者
へ
の
報
告
：
施
術
に
よ
る
改
善
状
況
を

定
期
的
に
評
価
・
測
定
し
、
関
係
者
に
報
告
す

る
こ
と
で
、
安
心
と
リ
ハ
ビ
リ
メ
ニ
ュ
ー
見
直

し
を
随
時
行
な
う
、
④
専
門
医
や
研
究
機
関
と

の
提
携
・
研
究
（
医
科
・
歯
科
と
の
提
携
）
：
協

会
と
し
て
専
門
医
や
研
究
機
関
と
連
携
し
、
よ

り
効
果
を
見
込
め
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
リ
ハ
ビ
リ

技
術
や
誤
嚥
防
止
メ
ソ
ッ
ド
の
見
直
し
を
行
な

う
、
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
利
用
者
の
健
康
状

態
の
測
定
結
果
と
評
価
は
文
書
で
報
告
・
提
供

す
る
こ
と
で
、「
効
果
の
見
え
る
化
」
を
図
っ

て
い
る
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
リ
ハ
ビ
リ
は
、
理
学
療
法
士

で
あ
る
杏
林
大
学
教
授
・
齋
藤
昭
彦
氏
（
障
害

科
学
博
士 

）
と
潮
見
泰
藏
氏
（
保
健
学
博
士
）
の

指
導
の
も
と
、
医
学
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ

き
、
利
用
者
の
状
態
ご
と
に
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
。

①
全
身
状
態
の
確
認
、
②
日
常
生
活
動
作
（
Ａ

Ｄ
Ｌ
）
の
訓
練
、
③
機
能
回
復
訓
練
（
筋
力
強
化
、

関
節
拘
縮
の
改
善
・
予
防
）
を
基
本
に
多
彩
な
ア

プ
ロ
ー
チ
で
利
用
者
と
向
き
合
い
、
最
適
な
改

善
・
予
防
へ
と
導
く
。
そ
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
①

施
設
の
担
当
者
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
家
族
な

ど
か
ら
の
協
会
へ
の
連
絡
→
②
協
会
ス
タ
ッ
フ

サ
高
住
・
施
設
の
付
加
価
値
ア
ッ
プ
の
切
り
札

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
リ
ハ
ビ
リ
、
誤
嚥
性
肺
炎
防
止
メ
ソ
ッ
ド

一
般
社
団
法
人
日
本
在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
（
Ｊ
Ｖ
Ｍ
Ｒ
）

﹇
注
目
企
業
レ
ポ
ー
ト
﹈

会長・谷川 武氏（医学博士）
（愛媛大学大学院医学系研究
科公衆衛生・健康医学 教授）

ＪＶＭＲのプログラムを導入して成果をあげるサ高住「ナーシングホーム奥戸」
マッサージ・リハビリの施術で症状が改善したナーシングホーム奥戸の女性入居者
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が
施
設
、
自
宅
を
訪
問
（
初
回
訪
問
）
し
、
無

料
相
談
→
③
問
診
・
測
定
の
結
果
に
基
づ
い
て
、

最
適
な
施
術
者
を
選
定
→
④
担
当
医
師
に
診
断

を
依
頼
し
て
（
診
断
書
作
成
等
）
同
意
書
を
取
得

→
⑤
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
後
、
定
期
訪
問
の
開

始
（
料
金
は
１
割
負
担
の
場
合
１
回
２
１
２
円
）
→

⑥
定
期
的
な
評
価
（
施
術
結
果
、
身
体
の
状
態
を

評
価
・
測
定
し
、
利
用
者
や
家
族
、
担
当
医
師
、
施
設

ス
タ
ッ
フ
へ
結
果
の
報
告
）
と
な
る
。

サ
高
住「
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
奥
戸
」

医
療
・
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
を
提
供

今
春
ス
タ
ー
ト
し
た
同
協
会
事
業
は
８
月
末

現
在
、
首
都
圏
を
中
心
に
12
施
設
に
導
入
さ
れ

て
い
る
。「
ご
入
居
者
の
健
康
増
進
だ
け
で
は

な
く
、
施
設
の
付
加
価
値
ア
ッ
プ
に
も
効
果
が

見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
年
内
に
は
20
施
設
程
度

ま
で
拡
大
す
る
予
定
」
と
谷
川
氏
。
そ
の
代
表

的
施
設
と
し
て
、東
京
都
葛
飾
区
の
サ
高
住「
ナ

ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
奥
戸
」（
全
14
戸
）
を
訪
問
し

た
。今

年
４
月
に
開
設
さ
れ
、
通
所
介
護
、
訪
問

介
護
の
各
事
業
所
を
併
設
。
医
療
面
で
は
在
宅

療
養
支
援
事
業
所
「
葛
飾
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
も
提
携
し
、
24
時
間
３
６
５

日
対
応
す
る
。
導
入
に
つ
い
て
は
、
差
別
化
に

つ
な
が
り
、
入
居
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
7
月
よ
り
契
約

に
至
っ
て
い
る
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
リ
ハ
ビ
リ
の
施
術
は
、
入
居

者
お
よ
び
併
設
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
を
対

象
と
し
て
週
３
回
、
１
人
１
回
当
た
り
20
～
30

分
（
症
状
に
よ
り
異
な
る
）
実
施
さ
れ
て
い
る
。

同
施
設
の
一
木
真
美
相
談
員
に
よ
る
と
、「
施

術
を
受
け
た
入
居
者
は
筋
の
拘
縮
が
回
を
重
ね

る
ご
と
に
な
く
な
っ
て
い
く
様
子
が
わ
か
り
ま

す
。
ご
入
居
者
、
デ
イ
の
ご
利
用
者
の
み
な
さ

ま
に
た
い
へ
ん
好
評
で
す
」
と
話
し
て
い
る
。

同
ホ
ー
ム
入
居
者
の
平
均
要
介
護
度
は
４
、
食

事
は
１
日
３
食
ス
タ
ッ
フ
が
手
づ
く
り
で
提
供

す
る
。

「
こ
の
ホ
ー
ム
は
サ
高
住
で
す
か
ら
、
施
術
を

受
け
て
す
っ
か
り
元
気
に
な
っ
て
自
宅
に
戻
る

方
も
出
て
き
ま
し
た
」（
一
木
氏
）
と
い
う
。

顕
著
な
例
と
し
て
、
現
在
入
居
し
て
い
る
Ａ

さ
ん
（
女
性
）。
病
院
→
介
護
老
人
保
健
施
設

を
経
て
入
居
し
、
当
初
は
股
関
節
痛
を
は
じ
め

と
し
た
関
節
拘
縮
、
首
ま
わ
り
の
炎
症
痛
な
ど

で
満
足
に
歩
く
こ
と
も
で
き
ず
、
食
事
摂
取
も

ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。「
Ａ
さ
ん
も
入
居
し
て

体
力
を
つ
け
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
を
高
め
て
自
宅
に
帰
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
が
、
３
カ
月
施
術

を
受
け
た
結
果
、
歩
け
て
食
事
も
普
通
に
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
も
う
す
ぐ
自
宅
に
戻
れ

ま
す
。
毎
日
お
見
え
に
な
る
２
人
の
娘
さ
ん
も

喜
ん
で
い
ま
す
」（
一
木
氏
）。
Ｊ
Ｖ
Ｍ
Ｒ
か
ら

派
遣
さ
れ
た
施
術
者
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
成
果
を
素
直
に
受
け
止
め
、
今
後
に
期
待

を
か
け
て
い
る
。

Ｊ
Ｖ
Ｍ
Ｒ
は
、「
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
」
と
呼
ぶ

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師

な
ど
の
国
家
資
格
者
を
多
数
擁
し
、
現
在
約
20

人
が
利
用
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
向
け
た
サ
ー
ビ

ス
提
供
（
再
発
予
防
、
免
疫
力
向
上
な
ど
）
を
実
現

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
協
会
認
定
資
格
職
と
し

て
「
リ
ハ
ビ
リ
機
能
回
復
士
」
を
設
け
、
養
成

す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
現
在
準
備
中

（
来
春
、
資
格
講
座
開
始
予
定
）
で
あ
る
。

一
方
、「
誤
嚥
」
は
、
厚
生
労
働
省
・
人
口

動
態
調
査
（
11
年
）
の
死
因
別
疾
患
で
肺
炎
が

脳
血
管
疾
患
を
抜
き
、
３
位
に
入
っ
た
こ
と
な

ど
で
注
目
さ
れ
た
。
肺
炎
患
者
の
75
％
以
上
は

筋
力
が
低
下
し
た
高
齢
者
で
、
う
ち
７
割
が
誤

嚥
（
細
菌
が
唾
液
や
胃
液
と
と
も
に
胃
で
は
な
く
気

管
に
入
っ
て
し
ま
う
）
に
よ
っ
て
発
症
、
再
発
を

繰
り
返
し
「
経
鼻
管
栄
養
」「
胃
ろ
う
」
に
至

る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
Ｊ
Ｖ
Ｍ
Ｒ
で
は
、
谷

川
氏
の
監
修
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
「
誤
嚥
防
止

メ
ソ
ッ
ド
」
を
用
い
て
、
誤
嚥
性
肺
炎
予
防

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
問
診
→
観
察
→
検
査

→
検
査
結
果
報
告
→
リ
ハ
ビ
リ
メ
ニ
ュ
ー
作

成
→
リ
ハ
ビ
リ
実
施
ま
で
３
カ
月
を
１
ク
ー

ル
と
し
て
行
な
う
こ
と
で
、
嚥
下
機
能
の
向

上
を
図
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｖ
Ｍ
Ｒ
の
最
大
の
目
的
は
、
高
齢
者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
向
上
、
免
疫
力
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
で
、

高
齢
者
の
生
き
る
喜
び
、
食
べ
る
喜
び
を
創
造

す
る
こ
と
で
、
社
会
貢
献
を
果
た
す
こ
と
に
あ

る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
同
時
に
、
そ
の

結
果
と
し
て
、
同
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
高
齢

者
住
宅
・
施
設
の
付
加
価
値
ア
ッ
プ
が
図
れ
、

差
別
化
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
稼
動
率
の
向

上
に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。	

ナーシングホーム奥戸
（東京都葛飾区）

ＪＶＭＲが提供する「誤嚥防止メソッド」
嚥下機能を回復するための専用器具で、誤嚥性
肺炎の予防を図る

特別企画 高齢者の暮らしを支える 製品・システム・サービスガイド2013
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